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令和５年7月1日　　城北コミュニティだより 第111号

明倫の里 城北
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城北地区人口

（カッコ内は令和5年5月1日比）

（令和５年６月１日現在）

世帯数　 2,613　（+３）
人　口 　5,405人（+８）
男　性　 2,517人（+９）
女　性　 2,888人（－1）

収
入
の
部

支
出
の
部

あいさつをする松永丸亀市長

保健部会
●ポイント制度の実施
●すくすくクラブ
●わいわい教室
●健康相談
●健康教室
●料理教室
●血管老化度測定など
●三世代交流昔遊び
●運動のコツ体験教室

総務部会
●明倫まつり、ほくほくふれあいまつりの開催
●買物支援
●全体研修会
●学校支援の協力
●城北小PTAとの意見交換会

文化部会
●音楽療法士による音楽活動
●教養講座
●くらしのセミナー

環境部会
●防犯パトロール隊活動
●東汐入川緑道公園清掃活動
●ゴーヤ料理教室

福祉部会
●障がい児童激励
●福祉ママチャリティ
　バザー協力
●福祉に関する研修会
●介護予防教室
●身体障がい者スポー
　ツ大会協力
●友愛訪問
●城北小新入生プレゼ
　ント

体育部会
●春のハイキング
●屋外ペタンク・ソフトバレー・
　ボウリング大会など
●新春おめでとうウオークなど

今年度の主な事業今年度の主な事業

　

「
令
和
５
年
城
北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
総
会
」
は
、
４
年
ぶ

り
に
代
議
員
参
加
で
採
決
し

ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
▽
収
支
決
算
及

び
会
計
監
査
報
告
▽
令
和
５

年
度
事
業
計
画
▽
同
収
支
予

算
▽
会
則
変
更
▽
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
会

計―
―

で
、
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
コ
ミュニ
ティ
総
会

４
年
ぶ
り
に
対
面
採
決

Twitter 「城北地区防災」で検索してください。

広報部会
●広報誌「ともしび」の発行
●ホームページ「城北コミュ
　ニティ」、ツイッター「城北
　防災」の更新

令和５年度収支予算令和５年度収支予算
前期繰越金　　　1,947,160
市助成金　　　　2,357,700
社協助成金　　1,262,800
助成金　　　　　　50,000
移動支援事業補助金　350,000
雑収入　　　　　　　340　

事業費　　　　3,683,000
　総務部　　　1,701,000
　広報部　　　　417,000
　文化部　　　　130,000
　福祉部　　　　425,000
　環境部　　　　300,000
　保健部　　　　400,000
　体育部　　　　310,000
運営費　　　　1,070,000
助成事業　　　　300,000
移動支援事業　　450,000
予備費　　　　　　465,000

合　計　　　　5,968,000

（　）単位
：円（　）

費
　
　
目　

費
　
　
　
目　

合　計　　　　5,968,000

支
出
の
部

収
入
の
部

単位
：円
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骨
は
大
丈
夫
で
す
か
？

骨
は
大
丈
夫
で
す
か
？

保
健
部
会
の
お
知
ら
せ

　

さ
と
こ
整
形
外
科
（
土
器

町
）
の
伊
坂
聡
子
医
師
を
講

師
に
招
い
た
健
康
教
室
「
骨

折
と
骨
密
度
に
つ
い
て
」
が

６
月
１
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

伊
坂
医
師
は
、
骨
の
量
が

20
歳
前
後
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
、
減
少
す
る
と
し
た

う
え
で
、女
性
に
多
い
骨
粗
鬆

症
で
４
大
骨
折
が
起
き
、
く

り
か
え
し
骨
折
が
寝
た
き
り

や
要
介
護
の
大
き
な
原
因
と

説
明
。骨
密
度
検
査
で
は
、同

年
代
と
比
べ
ず
、若
い
世
代
と

比
較
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
。

薬
・
食
事
・
運
動
が
治
療
の

三
本
柱
で
、

転
ば
な
い
環
境
づ
く
り
が
大

切
と
し
、
予
防
に
は
、
口
腔

ケ
ア
も
重
要
と
話
し
ま
し
た
。

　

骨
粗
鬆
症
が
気
に
な
る
方

は
ま
ず
検
査
を
受
け
、
骨
粗

鬆
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は

適
切
な
治
療
を
始
め
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
市
の
多
田
保
健

師
か
ら
、フ
レ
イ
ル（
筋
力
や

心
身
の
活
力
が
低
下
、
健
康

障
害
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
）

の
説
明
が
あ
り
、「
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
フ
レ
イ
ル
を
予

防
改
善
し
て
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。　
（
保
健
部
会
）

骨粗鬆症を説明する伊坂医師

そ
し
ょ
う

　

住
民
参
加
型
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
２
３
」

が
５
月
31
日
に
あ

り
、
神
奈
川
県
秦

野
市
と
そ
れ
ぞ
れ

の
市
民
の
15
分
間

の
運
動
参
加
率
を

競
い
ま
し
た
。
丸

亀
市
の
参
加
率
は

59
％
、
秦
野
市
は

57
・１
％
と
な
り
、

僅
差
で
勝
利
し
ま

し
た
。

　

城
北
地
区
で
は
、

城
北
小
学
校
や
自

治
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
、
企
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

生
涯
学
習
ク
ラ
ブ
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

「
第
24
回
ほ
く
ほ
く
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
は
10
月
１
日

㈰
、
４
年
ぶ
り
に
城
北
小
学

校
運
動
場
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
屋
外
イ
ベ
ン
ト
や
バ

ザ
ー
・
無
料
く
じ
な
ど
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

城
北
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
か
ら
城

北
防
災
会
に
、「
災
害
時
に
役
立
て
て
」
と
ラ
ン
タ

ン
30
個
（
電
池
付
き
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

寄付

チャレンジデー　2023

10
月
１
日
に
開
催

　
第
24
回
ほ
く
ほ
く
ま
つ
り

10
月
１
日
に
開
催

　
第
24
回
ほ
く
ほ
く
ま
つ
り

こ
ど
も
料
理
教
室

　日　
７
月
28
日
㈮

　
　　
10
時
よ
り

　所　
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
調
理
実
習
室
ほ
か

　対
象　
小
学
生
以
上

（
子
ど
も
だ
け
を
対
象
）

　参
加
費　
１
０
０
円

調
理
中
は
マ
ス
ク
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
着
用

　締
め
切
り　
７
月
21
日

　
　
　
　
　
　

23
名
程
度

健
康
相
談

　日　
７
月
13
日
㈭

　
　　
13
時
30
分
〜

14
時
30
分
受
付

　所　
市
営
城
東
団
地

　
　
集
会
室

　日　
８
月
３
日
㈭

　
　　
13
時
30
分
〜

14
時
30
分
受
付

　所　
大
倉
団
地

　
　
自
治
会
館

健
康
教
室

　日　
８
月
24
日
㈭

　
　　
13
時
30
分
〜
15
時

　所　
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
大
会
議
室

　内
容　
音
楽
療
法

　講
師　
音
楽
療
法
士

三
崎
め
ぐ
み

　締
め
切
り　
８
月
22
日

（
検
尿
・
骨
密
度
測
定
・

血
圧
・
相
談
）

❶❷
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【
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
】

久しぶりに子どもたちとの顔合わせ

　日　
２
月
13
日
㈫

　時　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

講
師
　
香
川
県
危
機
管
理
課
職
員

　主
題　
「
住
宅
火
災
か
ら

命
を
守
る
た
め
に
」

2022年５月音楽活動講座より

チ
ャ
レ
ン
ジ
卓
球
に
12
人

文
化
部
会
の
お
知
ら
せ

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
対
面
式

いつもありがとう♡

（
環
境
部
会
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
で
き

な
か
っ
た
対
面
式
が
４
月
27

日
、
城
北
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
丸
亀
警
察

署
、
防
犯
協
会
、
丸
亀
市
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
方

々
を
招
き
、
城
北
小
学
校
の

全
校
児
童
と
城
北
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
が
、
久
し
ぶ
り

に
直
接
対
面
で
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
横
山
友
亮
校
長

を
は
じ
め
、
丸
亀
署
の
松
本

匡
平
生
活
安
全
課
係
長
、
砂

本
健
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
会
長
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
４
・
５

年
生
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
隊

員
に
あ
て
た
「
見
守
り
活
動

へ
の
お
礼
の
手
紙
」
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

隊
員
一
同
は
、
喜
び
と
感

謝
と
と
も
に
、
今
後
も
安
心

安
全
な
活
動
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
対
面
式
の

後
、
児
童
は
パ
ト
カ
ー
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
み
ん
な
で

元
気
に
下
校
し
ま
し
た
。

　

卓
球
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
12

人
が
参
加
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

卓
球
が
６
月
４
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

日
頃
の
運
動
不
足
の
状
況

や
、
技
術
・
能
力
に
合
わ
せ

て
挑
戦
し
、
最
後
は
勝
敗
に

関
係
な
く
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
で
老
若
男

女
は
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

（
体
育
部
会
）

　

今
年
度
の
講
座
は
次
の
と

お
り
。
開
催
場
所
は
全
て
城

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

　

男
子
は
各
チ
ー
ム
１
名
ま

で
と
し
、
チ
ー
ム
編
成
は
町

単
位
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ス
ポ
ー
ツ

団
体
な
ど
任
意
と
し
た
８
チ

ー
ム
、
約
40
名
が
対
戦
し
ま

し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

優　
勝　
赤
髪
海
賊
団

準
優
勝　
ク
ロ
ー
バ
ー　
Ｂ

第
３
位　
ゆ
き
ち
ゃ
ん
ズ

第
４
位　
ク
ロ
ー
バ
ー　
Ａ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

今
年
度
も
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
１
１
５
万
５
０
０
０

円
の
会
費
が
寄
せ
ら
れ
、日

本
赤
十
字
社
丸
亀
支
部
に

収
め
ま
し
た
。ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

城
北
婦
人
会
で
は
、
城

北
防
災
会
の
備
蓄
品
が
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
と
伺
い
、

「
非
常
時
に
役
立
て
ば
」

と
、
女
性
や
子
ど
も
用
の

下
着
を
寄
付
し
ま
し
た
。

（
城
北
婦
人
会
）

　日　
９
月
12
日
㈫

　時　
13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
お
へ
ん
ろ
交
流

　　

サ
ロ
ン
館
長

片
桐
孝
治

　主
題
　「
四
国
遍
路
の
成
立
」

❶ 【
音
楽
活
動
講
座
】

　日　
①
７
月
11
日
㈫

　　　
②
８
月
８
日
㈫　

　　　
③
10
月
10
日
㈫

　　　
④
11
月
14
日
㈫

　　　
⑤
１
月
16
日
㈫

　時　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　講
師　

音
楽
療
法
士

　
　
　
　
　

岩
永
十
紀
子

　日　
12
月
12
日
㈫

　時　
13
時
30
分
〜
15
時

　講
師　
英
明
高
校
教
諭

　
　
　
　
　

田
山
泰
三

　主
題　
「
井
上
通
女
の

生
涯
と
文
学
」

【
教
養
講
座
】

❷
備
蓄
品
に
役
立
て
て

赤
十
字
活
動
資
金
協
力
の
お
礼

赤
十
字
活
動
資
金
協
力
の
お
礼
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全
国
で
大
き
な
地
震

が
続
い
て
お
り
、
石
川

県
・
千
葉
県
南
部
・
愛

媛
県
・
紀
伊
水
道
と
連

続
し
て
起
き
て
い
ま
す
。
専

門
家
に
よ
れ
ば
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
と
の
連
動
性
は
薄
く

関
連
性
は
な
い
と
言
う
も
の

の
、
常
に
防
災
意
識
の
向
上

に
心
が
け
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
時
期
に
、
非
常
用
持

ち
出
し
袋
の
中
味
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
‼　

（
防
災
会
）

　令和３年６月に改修工事が完了した土器
川潮止堰は、普段はゲートが起立し、塩水の
逆流を防止しておりますが、堰を越えるよう
な増水時には、ゲートが自動で倒伏します。
　ゲートが倒れると堰より下流の水量が急に
増えることから、倒伏時にはサイレンなどで
お知らせしますので、川には近寄らないで下
さい。　　 　（国土交通省　土器川出張所）
サイレン吹鳴方法
約１分

サイレン吹鳴
約１分

サイレン吹鳴
約5秒
休止

約5秒
休止

約１分
サイレン吹鳴

倒伏時（R3.7.8）倒伏時（R3.7.8）通常時通常時

城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
「
と
も
し
び
」
編
集
・
広
報
部
会

年
間
４
回
発
行
（
１
月
、
４
月
、
７
月
、
10
月
の
各
１
日
付
）

「
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
を
「
と
も
し
び
」
の

紙
上
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
お
城
ま
つ

り
の
賑
わ
い
が
戻
り
ま
し
た
。

城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
今
年
、

開
催
を
自
粛
し
て
い
た
行
事

が
次
々
と
再
開
し
、
10
月
に

は
「
ほ
く
ほ
く
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
過
の

自
粛
生
活
。こ
れ
か
ら
の「
と

も
し
び
」
の
紙
面
に
は
、
マ

ス
ク
を
外
し
た
皆
さ
ん
の
姿

を
掲
載
で
き
る
の
が
楽
し
み

で
す
。　
　
　
　

（
児
玉
）

　

災
害
時
に
お
い
て
、
高
齢

者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
そ
の

他
の
特
に
配
慮
を
要
す
る
方

「
要
配
慮
者
」
が
取
り
残
さ

れ
な
く
す
る
こ
と
は
、
防
災

活
動
の
大

き
な
目
的

で
す
。

 

今
年
度
の
「
城
北
地
区
防

災
訓
練
」
で
は
、
災
害
時
救

出
・
救
助
訓
練
を
行
う
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
し

助
け
合
う
地
域
へ

 

こ
れ
に
よ
り
、
発
災
後
速

や
か
に
救
出
・
救
護
を
行
え

る
よ
う
、
ま
た
、
二
次
災
害

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
手
法

を
少
し
で
も
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
城
北
地
区

に
お
い
て
は
、「
要
配
慮
者
」

の
把
握
、
避
難
支
援
協
力
者

等
の
組
織
だ
っ
た
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

他
の
地
域
に
お
い
て
は
、

行
政
が
主
導
し
、
組
織
だ
っ

た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
市

等
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

行
政
、
要
配
慮
者
組
織
等
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

防災メモ

土器川増水時における潮止堰の倒伏について ☆　毎月10日は健幸の日　☆

　丸亀市では、健康づくりに関心を持つ
きっかけづくりとして、『毎月10日は健
幸の日』と定め、生活に取り入れられる
健康づくりのポイントとして『健幸10か
条』を設定しています。
10か条中、今年度『重点的に推進する

健幸３か条』
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